
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し

た
が

、
前
日
ま
で
の
雨
で
コ
ー

ス
内
の
木
道
は
大
変
滑
り
や
す

く

、
作
業
を
行

っ
た
参
加
者
は

滑
り
止
め
の
必
要
性
が
肌
で
感

屋久島の植物

暖
帯
か
ら
熱
帯
の
谷
沿
い
の

湿
地
に
生
え

、
高
さ
五
～

六
m

に
な
る
常
緑
低
木

。
葉
は
長
さ

六
～

九

㎝

の

倒

披

針

形

。
初

秋

、
枝
先
に
つ
い
た
球
形
の
頭

状
花
序
に

、
淡
黄
色
の
小
さ
な

花
を
多
数
つ
け
る

。
谷
沿
い
の

や
や
湿

っ
た
所
に
生
え
る
の
で

こ
の
名
が
あ
る

。

花
期
八
～

九
月

じ
ら
れ

、
自
然
に
作
業
に
も
熱

が
入
り
予
定
以
上
の
歩
道
整
備

が
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

ま
た

、
ラ
ン
ド
内
を
散
策
中

の
観
光
客
の
方
か
ら

「
ご
苦
労

様

・

滑

り

止

め

は

助

か

り

ま

す

。

」
と
い

っ
た
声
を
掛
け
ら

れ

、
参
加
者
か
ら
は

、

「
自
然

に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
人
の
役
に

立
て
て
う
れ
し
い

。
ま
た

、
来

年
も
屋
久
島
へ
来
た
い

。

」
な

ど
屋
久
島
の
森
へ
の
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
し
た

。

今
後
も

、
こ
の
活
動
が
継
続

的
に
展
開
さ
れ

、
一
般
の
多
く

の
人
々
に
屋
久
島
を
守
り
育
て

な
が
ら
親
し
ま
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す

。

係
機
関
が
連

携
を
図
り

、

地
域
一
体
と

な

っ
た
対
策

を
早
急
に
講

じ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認

し
た
と
こ
ろ

で
す

。

会場の様子

生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て

近
年
屋
久
島
で
は

、
ヤ
ク
シ

カ
の
頭
数
増
加
に
よ
る
農
林
業

や
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

こ
の
た
め

、
ヤ
ク
シ
カ
と
人

間
と
の
共
生
の
あ
り
方
を
考
え

る
た
め

、
関
係
行
政
機
関
と
地

元
関
係
団
体

、
研
究
者
に
よ
る

会
議
が
一
〇
月
三
日
に
屋
久
島

宮
之
浦
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

会
議
で
は

、
今

、
個
体
数
の

把
握
は
難
し
い
も
の
の

、
被
害

http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

タニワタリノキ
（あかね科）

へ
の
対
応
が
必
要
な
こ
と
か
ら

順
応
的
対
応
・
個
体
数
管
理
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と

も
に

、
町
を
は
じ
め
と
す
る
関

屋久島生態系モニタリング
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ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

プロットは、登山道に接して基点を設け、北西方向にセンターライ
ンを設定した。平均傾斜角は、32°である。この場所は、林齢１５４
年生の天然林である｡
プロットの階層別植生は、高木層では優占種はﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷである。
ｼｷﾐ･ﾋﾒｼｬﾗ･ﾔﾏﾎﾞｳｼ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾀﾌﾞﾉｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ等が生育し
ている。その下層には、ｼｷﾐ･ｲﾇｶﾞｼ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多く、ｻｻﾞﾝｶ･ﾎｿﾊﾞﾀ
ﾌﾞ･ｶｸﾚﾐﾉ等が出現する。尚ﾀﾌﾞﾉｷはやや活力が落ち、ﾔﾏﾎﾞｳｼはほ
とんど倒伏しつつあり、枯死寸前の状況である。着生植物も現れ、
ｼﾉﾌﾞ･ﾏﾒﾂﾞﾀ･ｱﾂｲﾀ･ｼｼﾗﾝ･ｲﾜﾔﾅｷﾞｼﾀﾞ等が樹幹上に生育する。

モニタリング調査の様子

調
査
は

、
始
ま

っ
た
ば
か
り

で
あ
り

、
そ
の
変
化
を
導
き
出

す
ま
で
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん

ア

サ

ヒ

ビ

ー

ル

グ

ル

ー

プ

が

ボ

ラ

ン

テ

イ

ア

活

動

愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

亜高木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｼｷﾐ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷが多く、その下にｻ
ｶｷ･ﾊｲﾉｷ･ﾀﾌﾞﾉｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ﾋｻｶｷ･ｶｸﾚﾐﾉ等が出現している。

低木層では、ﾊｲﾉｷ･ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲの個体数が非常に多く、ｻｻﾞﾝｶ･
ｵﾆｸﾛｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｲﾇｶﾞｼ･ｼｷﾐも多い。その他には、ﾋﾒｼｬﾗ･ﾋｻｶｷ･
ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ｸﾛﾊﾞｲ等が出現する。種数は少ない
が個体数が多く、植被率は９０％と高い。

草本層では、ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲ･ｱﾘﾄﾞｵｼが多く、ﾊｲﾉｷ･ｻｻﾞﾝｶ･ﾋｻｶｷ･ｲ
ﾇｶﾞｼ等の稚樹も多く出現する。草本類としては、ﾎｺｻﾞｷﾍﾞﾆｼﾀﾞ･ﾀｶｻ
ｺﾞｷｼﾞﾉｵ･ﾍﾞﾆｼﾀﾞ･ｻﾂﾏｲﾅﾓﾘ･ｻﾝｼｮｳｿｳ･ﾎｳﾛｸｲﾁｺﾞ等が出現する。
林冠ｷﾞｬｯﾌﾟでは、ｱﾏｸｻｷﾞ･ﾎｳﾛｸｲﾁｺﾞ･ｾﾝﾘｮｳが多く、ｻｻﾞﾝｶ･ﾋﾒｼｬﾗ
の稚樹などが開放される。草本層の植被率は９５％と非常に高い。

平
成
二
一
年
一
〇
月
三
日

、

ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
グ
ル
ー

プ
の
社

員

一

三

名

と

屋

久

島

レ

ク

リ

エ
ー

シ

ョ
ン
の
森
保
護
管
理
協

議
会
関
係
者
一
一
名
に
よ
り

、

屋
久
島
自
然
休
養
林

（
荒
川
地

区

）
「
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド

」
に

お
い
て

、
昨
年
八
月
に
締
結
さ

れ
た
支
援
協
定
に
基
づ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
今
年
も
実
施

さ
れ
ま
し
た

。

活
動
内
容
は

、
遊
歩
道
の
三

〇
分
及
び
五
〇
分
コ
ー

ス
内
で

木
道
の
滑
り
止
め
の
交
換
や
苔

落
と
し

、
看
板
の
清
掃
を
五
班

に
別
れ
て
実
施
し
ま
し
た

。

参加者と
作業の様子

・愛子岳斜面（標高800ｍ地点）

多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
る
縄

文
杉
に
は

、
平
成
八
年
に
展
望

デ

ッ
キ
を
設
置
し

、
根
を
保
護

す
る
と
と
も
に

、
編
柵
工
・
植

栽
等
の
改
善
対
策
を
行
う
と
と

も
に

、
経
過
観
察
を
行

っ
て
き

ま
し
た

。
ま
た

、
本
年
二
月
に

は

、
各
分
野
の
有
識
者
か
ら
助

言
を
得
つ
つ
縄
文
杉
周
辺
の
植

生
を
回
復
さ
せ
る
た
め
手
段
の

一
つ
と
し
て
シ
カ
柵
を
設
置
し

ま
し
た

。

こ
の
柵
を
設
置
後

、
植
生
が

実
際
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
か
を
把
握
す
る
た
め

、
柵

内
外
の
五
箇
所
に
プ
ロ

ッ
ト
を

設
置
し

、
調
査
を
開
始
し
ま
し

た

。

縄文杉前面の植生の様子

が

、
過
去
に
植
栽
し
た
ハ
イ
ノ

キ

、
サ
ク
ラ
ツ
ツ
ジ
や
自
然
に

育

っ
て
き
た
タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ

ギ

、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
多
く
の

樹
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

。

屋
久
島
森
林
管
理
署
森
林
環

境

保

全

セ

ン

タ
ー

で

は

、
今

後

、
こ
う
し
た
樹
種
が
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
つ
つ

、

植
生
の
状
況
や
変
化
を
継
続
し

て
調
査
し
て
い
き
ま
す

。
皆
様

も
屋
久
島
世
界
自
然
遺
産
の
象

徴
の
一
つ
で
も
あ
る
縄
文
杉
の

周
辺
が

、
発
見
当
時
の
よ
う
な

状
態
に
早
く
戻
る
よ
う
見
守

っ

て
い
て
く
だ
さ
い

。

縄
文
杉
周
辺
の
植
生
モ
ニ

タ

リ

ン

グ

調

査

を

実

施

縄

文

杉

周

辺

の

シ

カ

柵

設

置

後

の

植

生

状

況

を

継

続

調

査



バ ス その他 バ ス その他 （７／１８～８／３１）
7 18 土 273 2 84 494 3 185
19 日 301 3 77 515 1 177
20 月 320 0 111 649 1 177
21 火 618 5 108 1,046 11 220
22 水 500 5 96 376 1 75
23 木 654 8 145 807 1 150
24 金 227 2 64 488 4 107
25 土 328 3 80 462 2 82
26 日 300 7 88 498 3 155
27 月 539 14 84 736 11 181
28 火 348 9 61 506 3 150
29 水 304 4 51 533 4 145
30 木 377 11 48 553 8 79
31 金 398 7 75 436 5 74
8 1 土 289 5 34 523 3 127
2 日 263 2 78 421 1 138
3 月 277 4 80 572 7 168
4 火 328 5 75 554 4 111
5 水 186 2 69 407 3 100
6 木 330 7 66 391 2 73
7 金 197 2 64 446 3 136
8 土 222 6 41 394 1 124
9 日 294 4 88 534 2 153
10 月 314 2 90 632 2 109
11 火 322 4 109 720 3 171
12 水 296 3 90 522 1 130
13 木 234 2 70 585 1 185
14 金 242 2 100 537 2 155
15 土 316 3 85 548 4 146
16 日 222 4 71 389 1 122
17 月 228 3 86 471 4 129
18 火 309 8 65 671 2 161
19 水 309 5 70 570 5 143
20 木 238 5 51 487 4 129
21 金 208 3 50 558 6 140
22 土 563 15 66 560 5 154
23 日 424 10 64 595 4 159 ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ 白谷雲水峡
24 月 362 9 68 559 7 117 平成１６年 12,446 14,904
25 火 205 3 60 522 3 142 平成１７年 11,905 16,625

26 水 204 4 60 512 2 171 平成１８年 12,837 19,597
27 木 173 3 40 556 5 150 平成１９年 14,428 20,884
28 金 306 6 45 510 4 138 平成２０年 15,508 24,860
29 土 935 20 39 548 5 125 平成２１年 14,669 24,027

30 日 239 8 41 298 2 85 計 81,793 120,897

31 月 147 4 39 336 4 80
14,669 243 3,226 24,027 160 6,128

１ ヤクスギランドの調査時間は、午前９時～午後５時の間

２ 白谷雲水峡の調査時間は、午前８時３０分～午後５時の間
３ 中学生以下の入場者数は調査除外

合 計

入林者数

28,530

日
白 谷 雲 水 峡ヤ ク ス ギ ラ ン ド

『洋上アルプス№１７５号裏面』屋久島森林環境保全センター

38,696
202,690

32,434

入林者数

40,368

夏 休 み 期 間 中 の 自 然 休 養 林 の 利 用 状 況

計

過 去 ６ 年 間 の 夏 休 み 期 間 中 の
入 場 者 数 の 推 移

今年の夏季シ－ズンの屋久島自然休養林の入林者数は下記のとおりです。１日当たり、ヤクスギランドが約326
名で前年比90％、白谷雲水峡が534名で前年比92％といった結果になりました。また、ヤクスギランドではバス（貸
切）での来場が多く、逆に白谷雲水峡ではその他車両が多く、これらのことから団体客はヤクスギランドに、個別客
は白谷雲水峡に訪れる傾向があるようです。

自然休養林別入場者数及び車両数月 曜 車 両 台 数 車 両 台 数

35,312

27,350
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